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5.インターンシップ：インターンシップは1年の春休みに実施され

るが、派避前にはインターンシップ演習を実施する。この演習の

一環であるが、別途この演習の時間意外に設定している。内容は

ロールプレイイング等による企業訪問などの疑似職場体験をおこ

なう。

6評価について：本コースでの毎年の取り組みは、評価し、改善策

を示して完結する。

以上のようなことが展開されるが、図1はその年間スケジュール

であるが、順次その内容について述べる。
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1．トピックス・レポートと報告

(1)トピックス・レポート形式

学生が社会情報に関心を持ち、現状社会を理解しておくことは重要

である｡今日では情報が氾濫しているといわれるが､学生はマスメディ

アに疎い。本演習ではこうした学生の不足を補うために毎回下記のよ

うな形式でトピックス・レポートを提出する。

図2

はじめに

生活文化演習は生活文化コースで設けられている演習である。1.

2年ともに必修とされ、1コマ45分、通年1単位の科目である。1年

には生活文化演習1，2年には生活文化演習Ⅱ力穀けられている。

本レポートは1年の科目で､生活文化演習Iについてのものである。

生活文化演習Iは社会人基礎力を養成することを教育目標とし、実

践的にはインターンシップを経験することが目的となっている。この

演習のカリキュラムはそれを目指して計画されている。現在の取り組

みとしては、先ず、

1．トピックス:社会的情報に目を開くところにある。社会悩報を捉え、

レポートして報告・発表する能力を身につけることを課題として

いる。

2.マナー指導：次に敬語等の基本的マナーを自覚して身につけるこ

とが課題とされる。

3.企業研修：前期のまとめと後期の導入を期して企業での研修を実

施する。2時間ほどの予定で企業の空気に入って、体験する活動で

ある。

4.企業研究：さらに企業についての学習力課題とされ、企業研究が

おこなわれる。

図1.平成20年度生活文化演習1年次スケジュール
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I事寅の配舷I

現侮では腿とんとのfどもも檎葡麺鰍を持っている。携帯電鰍からはいろんなサイトにアクセスし禄々 に滴りWで9る｡

そうした中にはfとも$二はふさわしくないサイトもある．

現状ではそうしたサイとの利1Wは野肱しで、子どもに思影Wをあたえている。

．〃マスメディアはテレビを始め、子どもには見せたくむい番n1や召fW必などの妃卿も野肱しである．

そうしたサイトベ'出靭がfどもに触れないように、揖儒にフィルターリング伺能を持たせたり週刊必をどを11に触れな

いように寸・る方法がある‘

I血見のEnI

仏はfどもにはふさわしくない愉報は子どもからシャットアウトすべきではないかと恩う。しかし現質にはほとんど

不@『能なほど社食的にそうした1:AW吋繭がをされていないのである。

I迩邑や反対厘見とその陰殴I

その阻咽は↑”に卸す．る以代11本の￥え〃にある現代11本では｢1曲f良の皿点からこれらの愉傾を、関することは

韮本的には値しいそこでは問題は二つ出現する－．つはfどもへの愉慨、関をすることの足＃であり．もう‐つば．

もし鯉制するとしたらどのよう'二蝿制-ｹるかという同国である≦

先ず、初の間阻は、fどもにとってｲj存であるとすることは、傾迅や愉11活的の6曲に同連する問圃であるこの同

、の鷹は淀い11本は良や紐険の‘10で愉傾世制I急ついてきわめて過敏である，そこで贋やJi時のようを1噸や4敗伺伺

'二よる行用や強制につながら&いかと竪念されるのである

仏はこの点を光汁に偲阻Lでfどもへのｲi宵愉帆を見定めることは、要なこどだと思うホ

次にその吋瞳であるが、謎11ではそうした打寓愉傾の一例を示しているが、これも宙易にI醜やあ政側閃がⅢ制す･る

ことは出来ないという与えが品本的である。しかし家旺や煤&蹄の興見を尚め、fどもへの情側供与に、劇に取I)組む
ようなボランティア納神によって吋砿がとれる好ろうと思う

【箇圃I

この周囲をどのように￥えたらよいかはこれから束旺を作，たり．これからの梢剛峻で生きるためにn分のスタンス
として骸えておきたいところである

外部研修 月 授業内容

第1回企業研修

第2回企業研修

インターンシップ(2週間）
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レポートトピックス

’
平成20年度は｢(株)ホテル日航東京」

レポート「トピックス｣､レポート｢会社研究」

↓ ↓
インターンシップ研修2回

平成20年度は｢(株)キリンビール」
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3.企業研修
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企業W確とはコースの学生全員で特定の企業を訪問し、企業内を実

際に見聞し､企業説明や会社員の心得などの誰義を受けることである。

次Pの写真1はその一場面である。学生にとっては、企業体験はま

れであり、やがて社会人となる時期にあるので新鮮で意義深いものと

なっている。企業I刑参後に提出されるレポートではそうした報告力涯
倒的に多い。

企業W鵬に行くに当たっては服装やマナーカ雛しく指導される。指

導に沿わない学生はインターンシップ派遣対象外の可能性が高いこと

を学生に充分周知させている。

次は学生のレポート事例である。

マナー教育は先ず（1）敬語について学習し、（2）次はインター

ンシップ演習において企業訪問や職場体験をロールプレイイングし、

立ち居振る舞いについて演じる。

（1）と（2）はそれぞれ手作りテキストカ邦意されている。
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．f置宋右芳鋳,垂_しで華f蛍庭二と

ヨォミテ,し白獅尤東泰亜冥.離し管.全旦錘ﾚｰ､.男 1毛雁

垂分会冬分堂､昌竺しわ動、空混ロ津土金‘こ』ｾ"ごBシ0型＞、堂.ソシ唾シー

サーピ,窪六千次3,戸よ.迄.．の回牙霊＃電季岳心ナ･や､キー玉､,‘て、」f傘侭向必

て素宰乱、工臼々鐸力してイ多ヶも'て､‘,今己些蓬矢＝参二峰か鞠盆表全だ‐

誇陰､長,つゐ､9,．優藩ユタ､ヅフ建言全めて表末多才翠ら､､ラー,全潅で地
樹阻ではこの1､ピックスを発展的に展開し、トピックスやそのほか

の時事問題の中から特筆したテーマでデイベートを行っている。デイ

ベートは時事問題を深く考えることに役立つ。また自分とは異なる主

張を理解し、違った立場を尊重できるようになることに役立つ。

(2)トピックス発表を聞いての報告

トピックス・レポ-1,は毎回数人の学生が発表する。その選定は教

員側で決める。狙いは発表力をつけさせるところにある。

また発表の間は、学生たちは全員発表内容を規定の用紙に記録した

り講評を書いたりするように義務付けられている。その形式は以下の

ようである。

その狙いは、聞く力や記録する力、また評価する力を身につけると

ころにある。

効果としては、授業は静かになり、発表をよく聞くようになったこ

と力噸著である。また提出レポートも充実した内容になっている。
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4.企業研究

後期から始まる新しいメニューは企業研究である。このメニューは

①企業に目を向け、調べる企業を選定し③その調べ方を学習し

④レポートに記述して発表する、という流れからなる。企業研究は1

年の春休みごろから始まる就職活動に有効である｡(図6は事例レポー

ト）

①によって企業を調べる方法を知り、どんな企業があるのかという

導入から入る。

次に②は自分の興味や関心と照合することで、自分にとっての企業を

認識する。この段階ではまだ自己本位で社会や企業を見る視点に止

まっている。いわゆるこれまでの経験範囲からでしか企業を選定でき

ない状況である。

③では企業情報を得る色々 な媒体を独得し、企業についての基本的

情報(粉式や従業員数､企業理念､職種･給料･待遇）を始め、その

他の特色を見ることを修得すること力測待されている。

④では調査データーや情報をレポーI､報告することを訓練し、まと
める力や発表する力、聞く力などのいわゆる社会人基礎力を身につけ
る。
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図6.事例レポート 図7.平成19．20年度生活文化演習I授業評価項目別変化表
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以上の一連の流れ力簿図していることは、社会人力などは実践によ

ることで、真剣に取り組まれるというところにある。

5.インターンシップ

生活文化コースではインターンシップは全員必修である。1年生の

春期休暇期間に設定される。また生活文化演習Iやその他の1年生

の必1鐸|･目を修得しなければインターンシップに派遣されない。1年

生で派過されなかったり、修得できなかった場合は当該学生の状況に

よっては2年次に再度設定することもある。

インターンシップ関連のフローは以下のようである。

(1)インターンシッブ希望調査

(2)インターンシップ面接

(3)インターンシップ演習

(4)インターンシップ派遣企業発表

（5）インターンシップ企業事前訪問

（6）インターンシップ実施

(7)インターンシップ日誌提出

学生はインターンシップの重要‘性を認識し、よく取り組んでいる。

生活文化演習の授業評価ではインターンシップの重要性へのポイント

は最高で4.1である。

しかしそれにもかかわらず、インターンシップに失敗する学生も若

干いる。学生生活や能力的な問題力輝害となるケースがある。彼等に

は特別に指導を実施し、社会性に取り組むことを実施している。

昨今重視されているように、こうした当面する問題に取り組むこと

が本コースの教育目標であり、ここに言蹴された事項はその試行錯誤

の経過報告である。

インターンシップの重要性については最も識脳しているということ

力読み取れる。しかしその為の指導については余り評価力塙くない。

学生の自覚力溺いということも言えるので現在取り組んでいる重要な

課題である。

写真1
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●

6．評価と改善

平成19年度と平成20年度の生活文化演習Iの授業評価を、その

差異を比較しながら見ると図7の様である。
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１
生
活
文
化
演
習
１
は
有
意
義
だ
と
思
う
。

２
生
活
文
化
演
習
Ｉ
の
や
り
方
は
分
か
り
安
い
。

３
私
は
生
活
文
化
演
習
Ｉ
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
る
。

４
生
活
文
化
コ
ー
ス
の
目
的
は
明
確
で
あ
る
。

５
私
は
希
望
を
持
っ
て
生
活
文
化
コ
ー
ス
を
選
択
し
た
。

６
生
活
文
化
コ
ー
ス
を
選
択
し
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

７
生
活
文
化
コ
ー
ス
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

８
生
活
文
化
コ
ー
ス
の
学
生
は
や
さ
し
い
。

９
生
活
文
化
コ
ー
ス
の
学
生
は
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ⅲ
み
ん
な
で
取
り
組
み
、
み
ん
な
で
良
い
卒
業
を
迎
え
た
。

ｕ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
大
切
だ
と
思
う
。

吃
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
充
実
。

過
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
就
職
に
有
利
だ
と
思
う
。

Ｍ
先
生
は
坐

心
に
指
導
し
て
い
る
と
思
う
。

鴫
先
生
は
相
談
し
や
す
い
。

肥
先
生
は
信
頼
で
き
る
。

ｒ
現
在
悩
み
は
特
に
な
い
。

肥
悩
み
を
相
談
で
き
る
人
が
い
る
。

四
現
在
希
望
を
持
っ
て
生
活
し
て
い
る
。

釦
大
学
に
入
っ
て
成
長
し
た
と
思
っ
て
い
る
。


